
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

私にとっては３回目のセンター勤務となりまし

た。４月に赴任して最初にしたことは、職員室の

旧受付窓口を塞いでいた「バリア」を撤去するこ

とでした。多くの人々が集まって来てくれてこそ

の「センター」なのです。窓口から中を覗いて「◯

◯さんの顔が見えるな、ちょっと寄って行こう。」

という雰囲気が大事だと思うのです。 

かつては次々と人が訪ねて来て、それこそ「仕

事にならない」くらいでした。市町村の社会教育

担当者、団体やサークルのメンバー、小中高校の

先生方、県庁や市役所の職員、民間教育事業者

等々。センターの職員室は、言わばコミュニケー

ションルームだったのです。 

様々な情報が持ち込まれ、交換され、議論が交

わされ、盛り上がり、そして何かが生まれる。よ

り良い社会を作る「町工場」のような…そんな雰

囲気の場所でありました。 

センターを漢字で表記すると「中心」です。当

センターが本当の意味で「青森県社会教育の中心」

となるためには、人が集い、情報が集まり、凝縮

され、そして創造につながる場所でなければなり

ません。近くにおいでの際は、気軽にセンターの

職員室を訪ね、私たちに声をかけていただければ

幸いです。 

 

 
 
 
 
 

人が集まるべきは職員室だけではありません。

１階の公共スペースは、本来多くの人で賑わう場

所であるはずです。しかるに現実はとても静かな

スペースとなっています。それでは困ります。 

学校教育では、教室に行けば子供たちがおり、

教師はその子たちの表情を見ながら、あるいは声

を聴きながら自分のすべきことを考えます。しか

し社会教育では、対象とする人と接するためには、

自分からそういう場所に出かけて行くとともに、

自分の周りにそういう人たちが集まってくる環境

を作る必要があります。 

今後、当センターを乳幼児から高齢者まで様々

な層の人たちが集い賑わう場所にしたいと思いま

す。ベビーカーを押すお母さん、中庭で歓声を上

げる子供たち、調べ学習をする中学生、受験勉強

に取り組む高校生、仲間と盛り上がる大学生、ス

キルアップに励む社会人、趣味やボランティアの

活動にいそしむ高齢者…。 

そうすることによって、社会教育主事がその賑

わいの中に入り込み、直接対話をして生の声を聴

く環境が生まれます。もちろんその環境は県内の

すべての社会教育関係者が共有できるものです。

賑わいのあるセンター…そうなってこそ、セン

ターはセンターとして機能できると思うのです。

「賑わいのあるセンターに」 
                     所� �本 � 
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講講講座座座受受受講講講生生生のののビビビフフフォォォーーーアアアフフフタタターーー（（（第第第３３３回回回）））   

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

青森市立荒川小学校 学校支援コーディネーター 

�� �知�さん ��� ��さん 

平成２６年度「学校と地域の協働実践セミナー」受講生 

Q なぜこの講座を受講しようと考えましたか？

 ���：約2年半前に勤めていた会社を辞め、

それまで関わることのできなかった小学校のＰ

ＴＡ等の活動に参加してみたいと思い、まずは

図書ボランティアに参加しました。その後、学

校支援コーディネーターを引き受けることにな

りましたが、それまでボランティアとかセミナ

ーとか家庭と地域などについて考えたこともな

く、まずは�くの方のお話を聞いてみなければ

ならないと思い、受講しました。 

 ��：コーディネーター 

として学校とＰＴＡと地域 

との橋渡し役になったけれ 

ど何をすればよいのかよく 

わからなくて、様々な講座 

のチラシなどに「学校支援 

コーディネーター」と書い 

ていれば、行きたいという気持ちよりは行かな

ければいけないという��感の方が�かったで

す。 

（鈴木さん） （八木澤さん） 

Q 講座の受講前後で、何か変わりましたか？ 

 ���：学校と地域の関わり方について考え

るようになり、その延長で町内会の活動にも参

加するようになりました。自分の方から関わっ

ていきたいなという気持ちになりました。 

 ��：講座の中で学校支援コーディネーター

のベテランの方の話を聞いて、コミュニケーシ

ョンが��なんだなと感じました。また、ＰＴ

Ａの延長で関わっているのではなく、学校とＰ

ＴＡ、地域の人達の�にいるのだという自分達

の立ち位置を確認することができました。 

Q これから講座を受講したいと思っている人へ

のメッセージをお願いします。 

 ���：人前で話すの 

が苦手で、人との関わり 

が苦手な私が、様々な講 

座を受講することで、コ 

ミュニケーションのとり 

方、学校・地域への働き 

かけ方を学ぶことができ 

て、少しずつ実践できるようになりました。学

校や地域とどう関わっていけばいいのか、あま

り難しく考えずにまずはいろいろな人のお話を

聞いてみたらいいのかなと思います。 

 ��：何でも参加してみれば、自分のために

なることが必ずあって、いろいろな部分で繋が

りもできてくるし、自分の力もついてくるし、

気づきにもなります。悩んでいることがあって

も、人と繋がっていて、話をしているうちに解

決できることがたくさんありました。講座を通

して人を�えてつながっていくのがす�く�し

かった。だから、何にでも参加してみるのはよ

いことだと思っています。 

Q 今後してみたいことは？ 

 ���：セミナーの「アイスブレイク」で教

わった年齢に関係なくみんなが交流できるもの

を、学校と地域との交流会でやってみたいです。

 ��：様々な人に学校に来ていただいて学校

支援活動に参加していただきたいです。ボラン

ティア通信をつくり、具体的な活動内容を知ら

せていきたいです。いろんな人達が活動に参加

して交流できれば、�ども達も�しく�実でき

るのでないか、何か感じてくれるのではないか

と思っています。 

Q 講座を受講した後で、講座内容を参考にして

実践したことについて教えてください。 

 ���：「チラシをつくろう」という講座で教

わったことを参考にして、学校支援ボランティ

アについての地域・保護者向けのチラシを作り

ました。講座に参加した人のチラシをいろいろ

と参考にしながら、�やすいように、手にとっ

て�んでいただけるように気をつけました。 

 ��：1 回目のセミナーで「コーディネータ

ーは学校のお客様ではない。学校のスリッパを

履かない。自分の履き物を持ってきなさい。」と

聞いて、これが心構えなのかなと考えました。

学校支援コーディネーターはお客様ではなく、

学校との橋渡しの役目なんだということを意識

できるようになりました。 
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